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＜患者様連絡事項＞
・船田　泰子様～家族より買い物(月5000円)をしても良いと連絡がありました。

　　　　　　　　また、本日フェントステープ21枚を持参しています。

・工藤　綾子様～咳嗽改善してきたとの事でレスプレンは本日昼で飲みきり中止となります。

・菅井　浩子様～主治医より許可あり10/31から自己服薬管理となります。

＜田名部Ｄｒ診察状況＞

・大光　雄人様～週末の落ち着かない様子について「ずっと同じところに居れない」「暇な時間に何をしたらいいか」「叫んでいる人とか気になって」と話していました。また、女性患者様におしりを触られると訴えあり、その際はスタッフへ知らせる様説明しています。明日採血(セット3)の指示が出ました。臨時薬が変更になっています。

・中村　美奈子様～アルコールプログラム(レクチャー15)実施しています。飲酒欲求や身体不調の訴えはありません。
・泉川　ケイ子様～父に外泊はいつでもいいと言われたから日にちを決めてほしいと話していました。食事について「食べたくてしょうがない」と話すことあるが食事形態変更についての訴えはありません。
・犹守　佑太様～入院形態の切り替えと北病棟へ移動は主治医より許可出ています。本人へ入院形態の切り替え、移動の件を説明していますが「今のままでいいです」と乗り気ではない様子です。まずは見学を調整するよう指示がありました。
・成田　賀枝様～吐気など不調訴え起きれず。昼よりナウゼリン2日分処方となりました。歩行困難や尿の出にくさ訴えあり、明日採血の指示出ています。
・石井　幸子様～青陽館の利用について「私には若すぎる」と話しています。他者の部屋に入ったことについて「自分の部屋だと思った」「シーツ交換とか手伝っていたから」と話していました。
臨時薬はアリピプラゾールが12mgへ増量となり7日分処方となりました。
・若松　千代司様～下痢・風邪症状の訴えはなくロペラミドは飲みきり中止です。幻聴は性的な内容のものが頭に入ってくる感じがすると話している。パンや麺類についてはゆっくり食べる練習をするよう説明を受けています。

・高橋　義明様～幻聴はあり独語していることについては認識していると話す。臨時
薬は一部変更となり7日分処方となりました。
＜皮膚科＞

・續石　啓介様～仙骨部、下腿の皮膚状態は軽快傾向。同処置継続の指示がありました。
・清水　徹様～顔面の発疹は治癒したため治療終了。両前腕・両下腿に掻痕散在し掻
痒感あるためデルモゾールDP軟膏塗布の指示がでました。また残少な
いため1本処方。
・出河　攻様～頸部～両肩は軽快、臀部の落屑は継続しているため同処置継続となりました。後頸部に掻痒感ありデルモゾールDP軟膏塗布の指示が出ています。
・竹洞　聡様～左手関節部の発赤は治癒。左耳介の発赤・落屑は継続している為同処置継続となりました。
・坂本　のり子様～両趾～趾間に発赤落屑と両爪の混濁・肥厚・変形あり。テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方。薬はいらないと話すが皮膚状態が悪いこと、感染防止のためにも軟膏塗布するようDrより説明され、渋々了承しています。
・船田　泰子様～右側腹部に褐色色素沈着、小丘疹あり。慢性湿疹の為デルモゾール

DP軟膏塗布。臀部に落屑局面あり、デルモゾールDP軟膏塗布の指示あり。頸部のイボはあまり触らないようにと指導しています。デルモゾールDP軟膏1本処方。
・工藤　綾子様～尾骨部は軽減傾向。同処置継続する。左肩に湿布を剥がした際の表皮剥離あり、デルモゾールDP軟膏塗布の指示あり。残少ないためデルモゾールDP軟膏1本処方。
・山口　富造様～タベジール7日分、デルモゾールDP軟膏1本処方。

・佐々木　睦子様～デルビナフィン軟膏、デルモゾールDP軟膏、エキザルベ各1本ずつ処方。

・大上　なみ様～テルビナフィン軟膏1本処方。

＜定期薬＞

・佐々木　悦子様～リスペリドンが増薬となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想発言ありますがプログラムには問題なく参加することができ

ています。
・松永　勘五郎様～治験薬貼付部位の発赤は持続しています。拒否なければ軟膏を塗布し引き続き皮膚状態の観察をしていきましょう。プログラムには参加できていますが後半はぼーっとしている様子みられています。
・上川原　豊様～プログラムは参加することできています。余暇は他者交流あり特に
不調の訴えはありません。退院後の生活について「寒くなければいな」と話している。
・船田　泰子様～疼痛あり10:15継続指示リスペリドン内用液服用しています。その後は自制内で経過しています。午前中はホールで過ごしています。自室から尿臭のような匂いがするため失禁の有無を確認し必要であればリハビリパンツを検討していってください。
・夏坂　浩美様～幻聴の訴えあり9:30頓服薬を使用しています。その後作業に参加していましたが「幻聴がするからシーツ交換をしなきゃいけない」など理由をつけ早退しようとしていました。再三の促して作業室へ戻ることできています。
・工藤　綾子様～朝はヨーグルトとパンを摂取しているが、パンは残し自室へ持ち帰っています。飲み込み状態が悪いためなるべくホールで食べ終えるよう声かけと見守りを行っていきましょう。嘔気嘔吐はなく、疼痛は自制内で経過し頓服薬の使用はありません。
・小田　沙也加様～朝食は不食、昼は持参のゼリーや飲料水など400ml摂取。最終排尿今朝4時に少量あり。尿量少ないこと主治医へ報告し導尿の指示あり施行。15：30導尿行い、650ml濃縮～アイテル尿、後半は浮遊物多量にみられています。手背EDは持続しています。バイタルサイン異常なし。引き続き身体症状の観察と水分摂取を促していきましょう。＊飲水量と排尿がみられた際は忘れずに記録に残すようにしてください。
　　　　　　　　　また16：00採血結果ありCK、LD緊急値、肝機能高値のため本日より点滴4日分処方となる。ダントリウム静注用20ml＋注射用水PL20ml 3管は単身で滴下してください。またダントリウム切り替え前後に注射用水(ワッサー)1管でフラッシュし切り替えてください。
　　　　　　　　
